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5 )  小橋恭一， 金問又雄， 赤尾光昭 : 薬用人参の真
の活性物質は ? - 消化管で和漢薬成分はすでに変
化 し て い る 一 . í薬用 人事長 ' 95 - 臨床効果か ら モ
デル動物 に よ る検証 ま で -J 熊谷朗編， 213・22 1 ，
共立 出版株式会社， 東京， 1994. 

⑩ 原 著
1 )  Akao T. ，  Hayashi T. ，  Kobashi K. ，  Kanaoka M. ，  

Kato H. ，  Kobayashi M. ，  Takeda S. ，  Oyama T. ，  : 
Intestinal Bacterial Hydrolysis is Indispensa­
ble to A bsorption of 18 (3 ・Glycyr・rhetic acid 
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furanosidase from Bifidobαcterium infiαntis. 
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お よ び、そ の ア グ リ コ ン の硫酸化. 日 本薬学会第114

年会. 1994， 3 . 東京.
5 )  林 知子， 赤尾光昭， 小橋恭一， 加藤弘 巳， 金

岡又雄， 竹田秀一， 尾 山 力 ・ グ リ チ ル リ チ ン は
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リ ク ロ ナ ール抗体 に よ る ヒ ト 腸内菌由 来硫酸転移
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